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Abstract 
The booklet “Teaching Methods and Teachers' Attitudes toward Instruction,” compiled by the Department of the 
Navy, was originally designed for instructors training soldiers in charge of radio communications at  Hofu Navy 
Communication School.  The booklet was distributed to relevant agencies in 1944 toward the end of World War 
II.  The contents of the booklet are quite practical and relevant to modern technical education.  In this essay, some 
of the important points are introduced and the whole booklet is reprinted at the end. 
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ある。開校は昭和 18年 5月 1 日であった。 
 通信学校の教育内容は電信術、暗号術、電測術
（レーダーによる探知など）であった。 
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第一章 緒言             
第二章 教授法           
第一項 教授の段階         
第二項 教授の様式         
第三項 教案            
第四項 教材教具         
第五項 考査及び採点       
第三章 教授心得          
第一項 教者の本領        
第二項 教授上の注意       
 
３．２ 第一章 緒言 
冒頭は巻頭言で、本文書読者（主に初任教官）
山本：技術を教える技術と心構え － 資料紹介『教授法並に教授心得』（1944、海軍省）－ 




















































  一、示物的教式 
  二、示範的教式 
  三、説明的教式 
  四、自習的教式 
  五、問答的教式 
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  １．答は簡明であること。 
  ２．適宜質問を発する機会を与え、質問を引き 
    出すようにすること。 
  ３．質問に対して直ちに答えるのではなく、質 
    問者に適宜暗示を与え本人が正解を見つけ 
    るように導くか、または他の練習生を指名し 
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  ２．教科書記載事項で理解できない部分につい 
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用する。 
      第一問 誰にでも出来る平易なるもの 
      第二問 やや程度が高いもの 
      第三問 この問題に重点を置き最も練習生 
の思考力を練る問題を出すこと。 
   第四問 最も難しい問題 












３．４ 第三章 教授心得 
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第４類 第 202号８ 
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                海軍省教育局 
                      
（目次） 
  目次 
第一章 緒言               一 
第二章 教授法              三 
第一項 教授の段階           三 
第二項 教授の様式           四 
第三項 教案             一一 
第四項 教材教具           一三 
第五項 考査及び採点         一六 
第三章 教授心得            一八 
第一項 教者の本領          一八 
第二項 教授上の注意         二〇 
                     （終） 
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 （一） 教授方法の研究改善 
 （二） 教案の整備 
 （三）  教材の工夫整備 
 （四） 試問考査の励行 
（二頁）                   













（三頁）                   
第二章 教授法 
   第一項 教授の段階 
教授法の内容は知識並びに技能的科目を通じ左
の三段階に分かち進むるを可とす。 
          予備段 
  知識的教科 
                    主部段 
  技能的教科       
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  （一） 放任せず、監督指導を怠らぬこと。 
  （二） 重要点を適宜指示し、または質問する
こと。 
  （三） 自習はなるべく実物に直面して行はし
むること。 
  （四） 予め自習の要領を指示するを可とする
場合あり。 
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  （一） 課題はその意義明瞭なるものたること。 
  （二） 課題は練習生の智能の程度に適応し、
且つ彼らに相応（ふさわ）しき実際的のも
のを選ぶこと。 
  （三） 課題は練習生を創作的に、または思考
的に活動せしむるものを可とす、参考書の
丸写しとなるものは避くること。 
















   第三項 教案 
一、凡そ物事を教授するには教科書、参考書、教
材と共に、適当なる教案を必要とす、適当なる教
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 （一） 期日場所 
 （二） 題目及び目的 
 （三） 配当時間 
 （四） 教授範囲 
 （五） 準備すべき教具 
 （六） 教授方法 
而して教授方法には更に次の項目を含ましむる
を要す。 
 （一） 予備段 





  （ロ） 本日の教授に対する予備事項とその
要領を記註す。 
 （二） 主部段               
（一三頁） 
  （イ） 説明（実習）の要領を記註す。 
  （ロ） 特に重点を置きて教授すべき事項を
記註す。 
  （ハ） 教具の使用法を記註す。 
  （ニ） 教授すべき参考事項を記註す。 
  （ホ） 実習と講義との関係を記註す。 
（三） 整理段 
  （イ） 諮問を行ひ理解を容易ならしむべき
事項とその要領を記註す。 
  （ロ） 実習に関聯し心得に類するものを記
註す。 
 （四） その他教授上参考となるべき事項 
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      第一問 誰にでも出来る平易なるもの 
      第二問 やや程度高きもの 
      第三問 この問題に重点を置き最も練習生
の思考力を練る問題を出すこと。 
   第四問 最も困難なる問題 
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 （一） たびたび時計を見る癖 
 （二） ホックを外したり掛けたりする癖 
 （三） 教壇上を右往左往する癖 
 （四） 足先にて靴音をコツコツさす癖 
 （五） 天井を見ながら講義する癖 
 （六） 黒板に「殴り書き」する癖 
 （七） 白墨を弄ぶ癖 
 （八） 頭や顔を撫でる癖          
（二三頁） 
 （九） 必要もなきに鞭を振りながら講義する 
   癖 


















 （一） 実物を提示すること 
 （二） 模型または図解を示すこと 
 （三） 教者の模範を示すこと 
 （四） 既知の事項中類似のものと比較連想せ




 （六） 比喩を用ふること 
























 一、丁寧に書くこと。            
（二五頁） 











                   （終）  
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